
ビルメンテナンス業における階段、桟橋を起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労働

者規

模

1
12～

13

ベッドシーツを両手で抱え2階から1階へ階段を下りていたところ、抱えたシーツ

で足元が見えず、下から12段目くらいのあたりで足を踏み外し転落した。
62

500

～

999

1
18～

19

清掃作業をしていたところ、終了時の後片づけの際、2F～1Fの階段を踏み外し転

倒し、額を床に強打した。
48 1～9

1
10～

11
階段清掃にて、4F→3Fへモップ掛け清掃中、中段より足を踏み外し転倒した。 69

100

～

299

1
11～

12

清掃作業場所移動中にトイレに立ち寄り帰る際、公園の階段が濡れていた為、

滑って転倒し、手をつき負傷した。
69

100

～

299

1
9～

10

清掃道具を6Fへ取りに行き、担当の3Fへ階段にて下りる際、5Fの踊り場付近で階

段を踏み外し、右足首を捻挫した。
30

1000

～

9999

2 7~8

警備業務巡回において移動する際、昼間の融雪水が凍っていたため転倒しコンク

リート床の階段で転倒した。 雪道での歩行及び作業においては滑り止めの付いた

靴の着用を再度徹底する。

69

300

～

499

2 8~9
後向きに1階でモップ掛けをしていたところ、残り2段で階段から踏み外し、左足

に重心をかけて無理な体勢で着地した。 転倒なし。
61

300

～

499

300



2 9~10
館内のシアタールームを清掃中階段を踏み外し転倒した。 その時左手をつき、左

手首を骨折した。
70 ～

499

2 15~16
勤務先マンションの階段を10階から9階へ下りる際、左足を着地した時に膝に痛

みが生じ、立ち上がれなくなった。
67

500

～

999

2 9~10

清掃終了後、クリーナーのスプレー容器を階段上の収納BOXに入れる為、収納

BOXを開けようとしたところ、収納BOXの扉が固く力をいれた際、体勢を崩し、

左側を下にし階段より転落し、左手首骨折及び打撲し負傷した。

72

100

～

299

2 19~20
老人施設の正面玄関の階段で清掃の仕事が終わり、帰ろうとして階段を踏み外

し、転落し左足をひねり、骨折した。
59 1～9

2 11~12

2Fから1Fへ向かう階段室にて、壁面を延長ポールを使用して埃を取っている時、

作業場所を移動しようと、進行方向（下）に体の向きを変えようとした。 手に延

長ポールを持って下り、足元は階段のため、段差があった。 足を滑らせ、5～6段

程度滑り落ち転倒した。 右太もも辺りを痛め、赤く腫れた。 又、落ちた際に、右

頬の辺りを階段に当てて打撲した。

61

300

～

499

2 8~9

被災従業員は、作業現場に到着後、作業道具の床洗浄機パニッシャーを2階へ移

動中に、階段の途中で足を滑らせ、4～5段目より落下し、左手ひじより床につい

た為、左手を負傷した。

31
50～

99

3 9~10
施設内で日常清掃作業中、施設内を移動するため2Fから1Fに降りる際、階段で足

を踏みはずしてしまい転倒し、右手首を骨折した（階段5～6段分、約1m）。
68

100

～

299

3 7~8 事務所ビルでの清掃作業中、階段で足を滑らせて転倒した。 72

100

～

299

3 9~10

当社が管理している鉄筋コンクリート造4階建てマンション外階段清掃時、前後

の段を踏み外して前方に倒れ込みその際、手をついたことにより、両手首・左腕

を骨折し、右顔面を強打した。

72
10～

29



3 10~11

被災当日はエレベーターが点検のため使用できなかったこともあり、階段を使用

してビル内各階の清掃を実施していた。 3階での清掃作業が終わり、2階の清掃作

業に移るため、清掃カートを両手に持ち階段を下りていた際、階段下まで4段目

ところで、清掃カートの脚が階段に引っ掛かりバランスを崩した。 カートは手放

したが、その際に尻もちをつくように転倒し、左足首を捻って挫いた。

55

300

～

499

3 6~7

仮眠業務に就くにあたり、ロッカーに向かい階段2階から3階へ上がる際に、階段

を踏み外し転倒した。 転倒の際、階段に左手を着いた時に、階段の縁に中指と薬

指の間にまたがり、左手の中指関節内骨折、左環指脱臼膝となり、左ひざを地面

についた事により、右ひざを挫傷した。

63

100

～

299

3 10~11
駅にて両手にゴミ袋を持ち階段を下りていて、5段目ぐらいの所で右足を捻っ

た。
68

100

～

299

3 14~15

勤務地マンションにて日業務であるマンション内巡回をしていた。 敷地内の階段

を使い１FからB1Fに向かう途中、下から2段目で足を滑らし転倒しそうになった

ため右足で踏ん張った。 滑って体勢が不十分だったこともあり、右足の側面で踏

ん張るような形になり受傷した。

65 1～9

3 11~12
病院の免震階、感染系放水処理設備を点検しようと、タラップに足をかけた時に

バランスを崩し転落し、骨折した。
25

30～

49

3 11~12
清掃現場の7F階段で階段の清掃作業中に、雨天のため階段に生えた苔が雨に濡れ

て滑りやすくなっており、滑って階段の角に腰を強打した。
28 1～9

3 11~12
空調設備の点検中、9階屋外機置場へ階段を使用して下りる際、排水用の溝の段

差によろけて足首を捻った。
59

10～

29

3 7~8
清掃作業中、教室後方部の段差に右足が引っ掛かり、転倒した際に右肋骨を強打

した。
68

50～

99

3 7~8

中2階から地下の方へ向かおうと移動中、掃除機を左手に右手にノズル（先）を

持って、階段を下りていた時、19段ある階段の下から5段目まで降りて、次の段

を飛び越えて下から3段目の所へ足が行ってしまい、思わず踏み外してしまっ 65

300

～



た。 そのとき下の床の所まで落ちてしまい、右足と右側の尻部を強打し、右くる

ぶしを骨折した。

499

3 18~19

1FからB1Fへの階段を後ろ向きで拭き掃除を行っていた際に、B1Fフロアーまで3

～4段の箇所で振り向きざまに足を滑らせ、腰と臀部を強打した。 階段清掃時の

足の位置（同じ段で足を揃えていた）が原因と思われる。

61
50～

99

4
16～

17
マンション内にある外階段の清掃中に階段を踏み外し、右手首を骨折した。 62

500

～

999

4
9～

10

お客様のマンション建物内の清掃のため、階段をモップ掛けをしている際に、足

を踏み外して転倒し、頭部・お尻・右足の付け根を負傷した。
81

10～

29

4
11～

12

屋上にてカラーコーンを持ちながら運んでいた際、段差があることに気が付かず

左足首を負傷した。
49

500

～

999

4
18～

19

駅で上りエスカレーターに乗りながら壁面の拭き清掃を実施中、足下のバランス

を崩し転倒し、体の右側をステップに打ちつけて右手首骨折、顔・足に裂傷を

負った。

71

300

～

499

4
9～

10
2階のトイレ掃除終了後、1階へ移動の際に階段から落ちた。 62

30～

49

4
14～

15

2階玄関から廃棄物の搬出作業中に階段の降り口において、和箪笥

（160×80×45cm）を両腕に抱え、前方に向かって高さ15cmの段差を降りよう

としたところ、箪笥により視界が遮られていたため左足を踏み外し、左足を右内

側に捻れた状態で着地して靭帯を損傷した。

31 1～9

4
9～

10

2階の清掃事務所から1階の客室に移動中、従業員階段を下りていた際に足をつま

ずき、正面から倒れて頭全体を強打した。
61

100

～

299

4
19～

20

仕事を終えて事務所を出て、3階から階段を下っていたところ誤って足を踏み外

し（階段下から2段目）転落し、右腕を負傷した。
54 1～9



4 7～8
日常清掃にて、4階から3階に階段で下りる際、降りきったがまだ下に段があると

思い込み、思いっきり足を踏みおろしたが段がなく、かかとから床に強打した。
68

100

～

299

4 7～8
病院階段清掃の時、後ろ向きにモップをかけていて降りる際に踏み外し、二段ほ

ど落ちた時に足首を捻挫した。
37

100

～

299

4
11～

12

清掃作業中、店舗内エレベーター脇のごみ箱のごみ袋を回収し後ろ向きで下がっ

たところ、3段の階段を踏み外し腰から転倒した。
66

10～

29

5 1～2

事業所A棟で巡回作業をしている時に、建物の外にある螺旋階段を使用して2階か

ら1階に下りる際、急な階段なので通常はゆっくり下りるのだが、その日は本館

の点灯室が気になり、早足で階段を下りてしまい、足を踏み外して2階から1階ま

で転げ落ち、腰から背中、後頭部を打撲してしまった。

60 1～9

5
10～

11

清掃現場の外階段を掃き掃除中、5階から下り4階の開放廊下まで2段のところで

階段を踏み外し、落下した際に両足首を負傷した。
74

100

～

299

5
10～

11

自身が清掃する部屋を移動中に7階の階段から下の階に降りようとした際に階段

を踏み外して転倒し、右足の中指2ヶ所を骨折した。 移動する際は、エレベー

ターの利用ではなく、階段を使用して移動している。

61
10～

29

5
14～

15

ビル内の階段を降りていた時、下から2～3段目で足を滑らせ転倒し、左手首の骨

にひびが入った。
65

100

～

299

5
11～

12

作業が終わり帰宅しようとして仕事場建物外階段を下段した時、出入口ドアが少

し開いているのに気付きドアに戻り、閉じ直して再度下段しようとした時に足を

滑らせ、右側半身を階段床面に打ちつけた。

73

100

～

299

5
14～

15

ショッピングセンター屋上駐車場出入口階段横に設置されている灰皿の水替え作

業を終えた後、店内へ戻ろうと階段（3段）をのぼった時、最上段で足を滑らせ

て落ち、左大腿部を強打した。 （慣れた作業であったので、慢心があった。）

67

500

～

999



5
11～

12

就業場所の整備棟中央階段手すり拭き清掃中、階段2段目に上がり1段目へ降りる

際、地面へ転倒し右足甲部分を捻挫した。
66

100

～

299

5
11～

12

作業先で階段のモップ清掃作業中、バランスを崩して転倒した際に右手首を負傷

した。
69

300

～

499

5
14～

15

清掃作業を行うために2階控室へ向かう途中、1階から2階へ階段を上がろうとし

た際に2段目の階段を踏み外し、バランスを崩した状態で3段目の階段に左手をつ

き、手首を骨折した。

70
50～

99

5
18～

19

3階フロア巡回清掃終了後、後方C階段にて2階へ移動する際に上から2～3段目で

足を踏み外し、そのまま5m程下の踊場まで転落して左手、頭部を強打し、左手首

粉砕骨折、前頭部裂傷を負った。

59

100

～

299

6 8～9

13階の宴会場の確認を終え、3階の詰所へ朝礼のため階段を利用して向かってい

た際、8階の踊り場から7階へ下りる途中、足を踏み外して7階の踊り場まで転が

り落ちた。 踊り場から踊り場まで9段あり、その最上階から落ちた。 （作業着、

上履き用のサンダル着用）

30
30～

49

6 6～7
就業場所の地下にある更衣室に行こうと階段を下りた際、下から5段目付近を踏

み外し、落下転倒して左足を負傷した。
62

100

～

299

6
15～

16

本社倉庫内からポリッシャー（床洗浄機）を運び出す作業中、6段ある外階段の

下から2段目の所で、足を踏み外して転倒した。 ポリッシャーが体の上にのるア

クシデントの中、手をついた所が悪く、右手首を捻り受傷した。

39 1～9

6
9～

10

6階建の建物内を清掃中、5階から4階に行こうと階段を下りようとした時、足が

滑り踊り場まで落ちてしまい、左骨を骨折した。
65 1～9

6
9～

10

マンションの外階段3階部分の踊り場にて、清掃後の巡回作業中、少し小走りに

動いていた時、階段1段分を踏み外し、左足甲を伸ばすような姿勢で転倒した。
68 ―

10～ 階段清掃中に誤って踏み外し、3段程落ちた際に顔をかばって左手をつき、左手
100



6
11 首を骨折した。

72 ～

299

6 8～9

清掃中に、トラックが到着するホーム部分に上る階段部において、足が引っかか

り転倒した。 勤務続行が不可能となり、医療機関に受診したところ、左踵骨骨折

と診断された。

70

300

～

499

6
14～

15

6Fの螺旋階段の周りの壁を拭く作業をしていたところ、バランスを崩し、6階か

ら下2段目の踏み板から5階踊り場まで滑り落ちてしまった。 滑る体を止めようと

咄嗟に右手で体を支えたところ、右手首に強い痛みがあった。

60

300

～

499

6
13～

14

床の定期清掃中、階段での洗浄作業時、降りる方向に背を向けながら床の汚水の

回収作業をしていたところ、階段で足を滑らせてしまい転倒した。
36

50～

99

6
16～

17

出勤の為、事業所敷地内の階段を下りていた被災者は、階段の途中で前を歩いて

いた人が急に立ち止まったので避けたところ、階段ステップに躓き転倒した。 転

倒時に両手を床につき負傷した。

60 1～9

6
17～

18

会社入居ビルの階段1階部分を降りる際に転び、踊り場まで転落し、顔面を強打

し、頭部より出血した。 原因はノンスリップに踵を引っかけたか、足がもつれた

かによるものと思われるが、詳細は不明である。

57

100

～

299

6
15～

16

勤務場所にて、勤務終了後に温泉玄関前階段（1段、高さ10㎝、幅30㎝）を踏み

外し、転倒。前方に四つん這いの状態で倒れた。 その際に、両手首・両膝を強打

し、特に左側（左手首・左膝）の痛みが強い。

64

500

～

999

6
17～

18

外階段を下りる途中、5段目付近（高さ約1m）でバランスを崩し、そのまま床面

に落下し、左下肢を骨折した。 何が不安全だったのかは不明である。
63

1000

～

9999

6
11～

12

清掃の作業中、3階の階段をモップ掛けしていた際、足を滑らせて転倒落下し、

左手首を粉砕骨折した。
60

500

～

999

7 13~14
午後のトイレ巡回清掃時、5階から4階へB階段を使用して下りる際、階段を踏み

外して転倒、右手をついた際に手首を骨折した。
56

500

～



999

7 14~15

ホテルの清掃作業が終了し、1階のゴミ置場にゴミを出すため、職員階段を2階か

ら1階に下りていたところ、残り5段目で躓き着地した際に転倒し、壁に立て掛け

ていた台車に額を打ちつけ、23針の裂傷と右足脛を打撲した。 当事者は両手にゴ

ミ袋を持ち足元の視界が悪い状態であった。

64

300

～

499

7 8~9

朝、当日の作業場所において、1Fの喫煙室のゴミ出しをするのに地下1階の東階

段を使って移動中、地下1階の最初の階段を上ってから踊り場で右足が滑って転

倒し、左足膝を床に強打した。 当日は様子を見ていたが、痛みがでてきた。

89
10～

29

7 6~7
自転車にて通勤し、事業場の駐輪場に自転車を駐輪した後、駐輪場から職場に向

かおうと歩き出したところ、段差に躓いて転んでしまい右肩を強打し受傷した。
73

100

～

299

7 9~10
植木の剪定現場で脚立を使用し、剪定作業を行っていた。 その際桜の枝をつかん

だ時、不意に枝が折れ、バランスを崩し両足から落ちた。
65

500

～

999

7 6~7

派遣先施設内2Fフロアの入居者の室内にて、介護リーダーと2人で入居者を車椅

子からベッドへ移乗させる際、前から抱えて持ち上げた時に入居者が急に仰け反

るように動いたため、転倒させないように踏ん張ったところ背中部分に激しい痛

みを感じ立ち上がれなくなる。 その場で歩けなくなったため、車椅子に乗せられ

休憩室に運ばれた。 戻って就業を続けようとするも動く度に激痛が走るため、そ

の日は早退。 背部挫傷により約2週間の加療と診断される。

53
50～

99

7 14~15

社員は、当社工場内において、製品のスポット溶接作業中、製品を両手で持ち溶

接部にセットした際、履いていた安全靴が新品で履き慣れていなかったことか

ら、誤って足踏みスイッチを踏んでしまい、機械が作動し、左手拇指を負傷し

た。

67
50～

99

7 11~12
掲示物を掲示するためマンション内巡回時南棟エントランス前の階段を下りよう

としたところ雨により足元が滑り背中から転落、負傷した。
64

100

～

299



7 14~15
物件の外階段の掃き掃除を行っている最中、誤ってステップを踏み外し右足首を

捻ってしまう。 作業後痛みが強くなっていた。骨折との診断を受ける。
41

10～

29

7 11~12
貯水槽清掃作業中にマンホールからタラップを下りる3段目から足（長ぐつ）が

すべり落下して右側をひねり右大腿部が当たり受傷した。
67

30～

49

7 9~10

誘導灯の点検作業中左手に図面右手に点検道具を持ち6階から5階へ移動しようと

階段を下りていたところ、6階にいた同僚と打ち合わせをしようと思い階段の途

中で反転し、左足を右足と同じ段にのせようとしたが、段を踏み外しバランスを

崩したため、左方向へ転倒し横向きの状態で7段程度階段を転げ落ち、左足首及

び頚椎に捻挫を負い、あわせて全身に打撲を負ったもの。

29 1～9

7 17~18
業終了後の帰り際に会社敷地内の4段ある階段の一番上から踏み外してしまい転

落し、その際に手をついて手首を骨折したものである。
56

100

～

299

7 18~19

アパート2階のクロス張り替えで出たごみ（袋詰めのもの）をアパートの外へ運

び出す作業において、ごみを入れた袋を両手で一つずつ持ってコンクリートの階

段を下りている時、途中の踊り場から2段目のところで足が滑り、尻餅をついた

状態で最下段（踊り場から7段）まで落ち負傷した。 当日は激しく雨が降り、踊

り場の側壁の開口部から降りこんだ雨で階段が濡れていた。 履物はスニーカー。

43 1～9

7
10～

11

14階から13階へ向かうため階段を下りていた（両手は空いている状態）。 業務用

エレベーターが13階で止まっているのに気付き、急いで下りてしまい、左足をス

テップから踏み外しそのまま転倒した。 その際、左足を強く捻り自力で歩けなく

なったもの。

44

500

～

999

7
11～

12

トイレ清掃作業中、大ホール男子トイレ地下へ降りる5段階段の2段目より落下。

両手にバケツを持っていたため階段の2段目より滑り、右肩を下にして落下し、

ひじと肩を強打した。

62
30～

49

7
15～

16
清掃作業中に階段から転落し、左腕を骨折した。 73 1～9

11～
分譲マンション内にて、モップを使い前に進みながら階段の清掃作業を行ってい



7
12

たとき、誤って躓いてしまい、階段から2段ほど落ちた。 その際に足首をひねり

負傷した。

74 1～9

7
15～

16

回収したゴミを地下1階ゴミステーションに運搬するとき、階段の滑り止めに躓

き転倒した。 その際、階段を8段程度落下し、前頭部を裂傷し出血した。
71

30～

49

7
15～

16

社内リサイクルプラントで作業中、プラントに据え付けてある階段を降りたと

き、左足首を捻挫した。
38 1～9

7
11～

12

別荘内の清掃で、ロットに登る階段を上から下へモップで拭きながら降りている

とき、階段の途中（上から3段目）で足を滑らせ、階段下まで落下した。 その際

に転倒し、右足小指を骨折し、左足一部と全身を強打した。

31
10～

29

9
14～

15

手洗場でタオルをすすぎ、清掃場所へ向かうため段差を降りた際、足場の悪い所

に着地し、バランスを崩して足を捻り負傷した。
53

100

～

299

9
11～

12

作業現場であるビル内にて、各階の事務所内のゴミをポリ袋にいれてゴミ置場に

運ぶ途中、ゴミ袋を手に持って階段を下りている時に、下から4段目の階段で足

を滑らせバランスを崩す、手すりにつかまろうとした時に重心がかかり、階段を

下りた所で倒れてしまい、顔のすりキズと左手指（薬指、中指）を骨折した。

72
50～

99

9
11～

12

清掃作業の移動中、階段で下っていた、バランスを崩し前方につんのめる形

で、1回転し転倒した、その際に、右手をついたため、負傷した。 当初は違和感

があったが、作業は続けていた、徐々に痛みが出始めたため、作業途中で帰宅し

病院へ向かった。

64

100

～

299

9 8～9

ビル日常清掃中、B1Fから1Fの階段をモップで水掛け清掃後、1Fから下に降りる

時に滑って、バランスを崩し、足を踏み外し（下から2段所に）そのまま止まら

ずB1F床に足を着いて、左足関節外果骨折した。

61
50～

99

10
16～

17

構内清掃業務の作業中、出入口階段を下りていた時に最後の一段で滑って前のめ

りになり通路の床に左右両膝及び顔面を床に打ちつけた。
68

50～

99

10
10～

共同住宅（RC14階建）の日常清掃業務中、共同階段の3階から2階へかけて、後ろ

向きに下りながら床のモップ掛けをしていたところ、誤って足を滑らせ、階段折
73

100

～



11 り返し部分より転落。被害者は2階床に落下し、骨折・脱臼部位の他、頭部・右

膝・右足首等を強打した。 （転落後、数分間意識を失っている。）
299

10
15～

16

業務中、就業先の放送センター内中央階段室12階エントランス付近にて、階段の

カーペット及び手摺りの除塵作業をしていた。 その際、階段上部から下部へ駆け

おりてくる人を避けきれずに階段で衝突をし、清掃中の当社従業員が跳ねとばさ

れて負傷した。

45
30～

49

10
14～

15

ビルでの清掃作業中、両手に清掃道具を持ち、11階から10階に移動する際、階段

で躓きバランスを崩し転倒し、右手首を骨折した。
52

10～

29

10 6～7
現場内の階段（5~6段）をモップで清掃中に足を誤って踏み外してしまい転落し

た。
73 1～9

10
13～

14

西館地下1階外階段にて外周清掃後、本人の不注意により階段最下段を踏み外

し、左足外側から着地し骨折した。
54

10～

29

10
13～

14

最上階の階段清掃中に階段を踏み外し転落。 人気のない階段での一人作業で転落

時の記憶が無いため、作業手順や作業姿勢等具体的な作業方法は不明。 当日は、

自力で救助を求め、救急車により救急搬送。 現場確認での状況では、奥行の狭い

急な階段で右手で清掃機材を持ち後ろ向きでの作業だった。

57

300

～

499

10
12～

13

図書館で回収したゴミ袋（70?）を持って処分場へ移動中、2段の石階段を踏み外

し左側身体側面を石床に打ちつけた。 その時に左腕、肘部分を骨折した。
65

30～

49

10
11～

12

清掃作業中に、階段をモップがけしながら後ろ向きに下りた際、右足をふみ外し

3段程度落ちた。 その際、右足首を捻り痛めた。
53

100

～

299

10
21～

22

業務中、就業先の立体駐車場の外階段にて、駐車場閉場作業をし、その階段から

5階へ下りていた際、階下の平面駐車場に気をとられていたところ、誤って階段

を1段踏み外して踊り場へ転倒した。

53
50～

99

10 6～7

現場である建物内で、右手に布巾、左手に叩き棒を持ち、後ろ向きで階段を下り

ながら壁の埃を叩く作業をしていたところ、1階の階段の下から3段目で足を踏み

外し転倒し、そのまま1階床面まで転げ落ちて右足首のくるぶし部分を骨折し
80

500

～

999



た。

11
12～

13

事故時は記憶が無かったが、後から思い出したところ、マンション建物内の階段

を2階から3階へ移動中、バランスを崩して壁にぶつかり、2階の踊り場まで転倒

し、頭を打ってしまった。

68

300

～

499

11
17～

18

就労場所において、清掃のため業務用掃除機を持って移動中、階段を下りる際

に、誤って階段を踏み外してしまい、右足首部を捻ってしまった。 しばらく休憩

した後帰宅し、患部を湿布し自宅療養したが、翌日になっても、腫れと痛みが治

まらなかったの。

52
10～

29

11
13～

14

ビルのトイレ清掃巡回時に、階段にて6階から5階への移動の際に、階段を踏み外

し、足を捻った。
65

100

～

299

11
16～

17

本社所属の現場において、トイレ巡回前に名前の無いゴム手袋の持ち主を確認す

るために物干し場を確認した後、段差（40㎝程度）を踏み外し、左方向に転倒

し、左膝、左肩、頭部を負傷した。

69
50～

99

11
15～

16

業務終了後2階フロアのトイレを使用した後、出入口の段差を踏み外し足を挫い

た。 当日は責任者に報告後自宅にて湿布、テーピング処置をし、2日後に病院に

て診察を受けたところ、剥離骨折の為、全治1ヶ月半リハビリも要するため、し

ばらく勤務は無理であると診断された。 後に手術が必要との診断で病院を変更し

た。

61

300

～

499

12 15~16
オフィス内の階段にて清掃業務中に、階段を一段踏み外して下りてしまい転倒し

た。 転倒した衝撃で強打し、右足の甲を骨折したものである。
67

30～

49

12 13~14
5階と4階の階段を掃除機で清掃中、足を踏み外し転倒した。 転倒時に階段に頭部

を打ち、出血、打撲した。
70

100

～

299

12 10~11
担当マンション現場で清掃作業中、2階から1階へ下りる際に階段を踏み外して落

下し、右足関節外果骨折と診断され、全治2ヶ月となる。
60

10～

29

清掃場所（4階共有廊下）にて、建物のすす払いを箒で作業中、後ろ向きに転倒
100



12 11~12
し、後頭部を地面に打ちつけ受傷したと思われる。

71 ～

299

12 8~9

清掃作業中、階段を上っている時に、何段目かで立ちくらみがして転んでしま

い、足をひねって負傷した。 その際、手すりを持っていた為め、階段を落ちはし

なかった。

32

100

～

299

12 9~10

清掃作業現場であるマンションの外階段で、階段を1段ずつ降りながらハンドク

リーナーで清掃中に、滑り止めに足を取られて転倒した。 転倒時に、背中を階段

のステップ角に強打した。

66
50～

99

12 10~11

タワーマンションの管理員としての勤務終了時に、1F清掃控室にある社員カード

の予備を取りに行き、4F防災センターまで戻る途中、近道があることを思い出

し、奥の扉を順次開けていき、階段のある所に出た。 電気を点け、階段の位置を

確認し、そのあと電気を消した。 真っ暗な状態で慎重に足を運んだつもりだった

が転倒し、後頭部他を強打し、出血もあった。

66
10～

29

12 14~15
計算センター1階の階段で、清掃道具の片付け作業をしているとき、転んで左手

首を突いた。
58

30～

49

12 14~15
駅前の階段床面を15階から下へモップ拭き掃除をしていた際、1階で誤って階段

を踏み外し、3段ほど滑り落ちて転倒し、左足首を捻挫した。
65

100

～

299

12 16~17
警備巡回路にある調整池付近の鉄製階段を巡回中、誤って足を踏み外し、滑り落

ちて転倒した。
61

10～

29

12 9~10

共用階段にて、バケツとほうきを持って小走りで階段を下りていた際、道具を両

手に持っていたためバランスを崩し、足を滑らせ転倒し、尻もちをついて腰を痛

めた。

68

100

～

299

12 9~10

階段踊り場で、後ろ向きに下がりながらモップがけの清掃作業中に、踊り場の端

まで到達したことに気づかず、階段部分へと足を踏み外して転落した。 なお、作

業場には1名しかいなかった。

66

300

～

499



出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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